
・・・・変更箇所を示す。

図面変更指示書

工事名： 山梨大学(北新）附属小学校校舎等スロープ改修その他工事



Ｎｏ 図面番号 変更前 変更後

1

変更記載事項

現場説明図
特-01、特-02、
A-01、A-02、
A-03、A-04、
A-13、A-14

平成27年1月26日

附属幼稚園改修工事一式 附属幼稚園改修工事一式とりやめ



枠組足場にネット状養生シートを張る①

②

仮囲い：ガードフェンス H=1.8m

電
仮設間仕切：LGS90型+ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ0.15+両面GB-R t=12.5　

通用口：木製片開き戸W=800×H=2000　計2箇所（鍵付）

仮設給水取出し位置

仮設電気取出し位置

交

工事関係者動線

山梨大学（北新）附属小学校校舎
等スロープ改修その他工事　　　　　　　　　

現場説明図
交通整理員（常駐）

　　　交通整理員を配置し安全を確保する。

災害防止

(注)　大型車両の進入については

工事用地範囲

凡　

例

災害防止 屋上防水改修について、落下防止対策

として、パラペット等に単管等で手摺

を設けること

電

電

③ 錠前取付け鍵

鍵

④

（行事に合わせて移動する場合あり）

養生マット（足拭き用、汚れ、雨対策）

：木製片開き戸W=1500×H=2000　計1箇所（鍵付）
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ガードフェンス参考図　S:1/100

給

附属小学校付近配置図　S=1/1000

②

交

附属幼稚園付近配置図　S=1/1000

工事関係者建物出入口

工事関係者建物出入口

あおぎりホール1階平面図　S=1/300
附属小学校屋内運動場1階平面図　S=1/300

工事関係者建物出入口

附属小学校校舎1階平面図　S=1/300

②



記　　入　　要　　領

この工事現場では、次の施工条件による。施　工　条　件

種　　　　　　　類

完成図の種類及び記入内容は次による。完　　成　　図・

技術検査・・・・

　作成方法

完成図の様式等は次による。

　原図サイズ

なお、完成写真には撮影方向等を明示した配置図、平面図を添付する。

工事写真帳は（　・　紙媒体　　・　電子媒体　）で　　　　部提出する。

完成写真はキャビネ版とし黒表紙、工事名称等は金文字入りとする。

提出方法：

　　　　　に使用しないこと。

貸与条件：貸与するＣＡＤデータを本工事における施工図又は完成図の作成のため以外

貸与する設計図のＣＡＤデータ著作者名：

本工事は、次の書類について電子納品の対象とする。

　　　　　　　　　　　　ファイル形式：

保全に関する資料　提出部数　・　　1部保全に関する資料

技　　能　　士・
工　　種 技能検定の職種

一工程の施工の確認

及び報告

材料の検査等・・

備　　　　　考材　　料　　名

施工中の環境保全等

　低騒音型建設機械を使用する場合、現場代理人は施工現場において使用する建設機械の

写真撮影を行い、監督職員に提出するものとする。

　本工事においては「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関わる規程」（平成9年7月31

日建設省告示第1536号　最終改正　平成13年4月9日　国土交通省告示487号）に基づき国

低騒音型・低振動型

建設機械の使用

排出ガス対策型・

建設機械

と見なす。ただし、これにより難い場合は、監督職員と協議するものとする。

現場代理人は、施工現場において使用する建設機械の写真撮影を行い、監督職員に提出す

るものとする。

　排出ガス対策型建設機械、又は排出ガス浄化装置を装着した建設機械を使用する場合、

　本工事において以下に示す建設機械を使用する場合は、「特定特殊自動車排出ガスの規

制等に関する法律」（平成17年法律第51号）に基づく技術基準に適合する機械、、または

「排出ガス対策型建設機械指定要領（平成3年10月8日建設省経機発第249号　最終改正平成

14年4月1日国総施第225号）、「排出ガス対策型建設機械の普及促進に関する規程」（平

成18年3月17日付け国土交通省告示第348号）もしくは「第３次排出ガス対策型建設機械指

定要領」（平成18年3月17日付け国総施第215号）に基づき指定された排出ガス対策型建設

機械を使用するものとする。排出ガス対策型建設機械を使用できない場合は、平成７年度

建設技術評価制度公募課題「建設機械の排出ガス浄化装置の開発」、またはこれと同等の

開発目標で実施された民間開発建設技術の技術審査・　証明事業、もしくは建設技術審査

証明事業により評価された排出ガス浄化装置を装着することで、排出ガス対策機械と同等

　　という）の適用を受ける場合は、これに適合した車両を使用しなければならない。に適合した車両

排出ガス規制

ディーゼル車

　　ければならない。

　　に適合する車両の使用」について、排出ガス規制条例の遵守を施工計画書に記載しな

　　う）が、当該工事場所のディーゼル車排出ガス規制条例（以下「排出ガス規制条例」

　　保管し、本工事関係車両を把握しなければならない。

　　督職員に報告しなければならない。

　　せるものとする。

材料の品質等 再利用を図るものは、次による。

備　　考種　　類

バックホウ

ブルドーザ

発動電動機（可搬式、溶接兼用機を含む）

空気圧縮機（可搬式）

油圧ユニット（基礎工事用機械で独立したもの）

ローラ類（ﾛｰﾄﾞﾛｰﾗ、ﾀｲﾔﾛｰﾗ、振動ﾛｰﾗ）

㎡

㎡

13.14　㎡

１章　　一 般 共 通 事 項

一　般　特　記　事　項

１．この工事の請負者は、国立大学法人山梨大学工事請負契約細則別記の総　　　　　　則

工事請負契約基準、現場説明書、特記仕様書　　２枚、図面　１７枚、

　真撮影要領に基づき工事を施工する。

２．特記仕様書の適用方法

　（１）・印で始まる事項及び表中の・印の事項は、○印の付した事項のみ適用する。

　（２）　　　　　　で抹消した章及び項目の当該特記事項は，すべて適用しない。

　（３）表中の数字，文字又は記号を記入する事項は，記入してある事項のみ適用する。

　（４）特記された材料、製造所、製品名、施工業者等の取扱いは、特記されたもの又は

　　　　同等以上のものとする。ただし、同等以上のものとする場合は、監督職員の承諾

　　　　を受ける。

　（５）左欄の(　)、((　))　内の数値は、下記の各該当番号を示す。

定められた区分等・

建築基準法に基づき定められた区分等建築基準法に基づき

　風速 Ｖ０＝　　　　ｍ／ｓ

　地表面粗度区分　　　　　　　　　　　　　　　　・　Ⅰ　　・　Ⅱ　　・　Ⅲ　　・　Ⅳ

建告示第１４５５号　　別表　積雪区分

　　　　 (　) －公共建築工事標準仕様書(統一基準)(建築工事編)(平成２５年版)

　　　　((　))－文部科学省建築工事標準仕様書(特記基準)(平成２５年版)

　　　　 <　> －公共建築改修工事標準仕様書(統一基準)(建築工事編)(平成２５年版)

　　　　<<　>>－文部科学省建築改修工事標準仕様書(特記基準)(平成２５年版)

　公共建築工事標準仕様書(統一基準)(建築工事編)(平成２５年版)，文部科学省建築工事

　標準仕様書(特記基準)(平成２５年版)、公共建築改修工事標準仕様書(統一基準)(平成

　２５年版)、文部科学省建築改修工事標準仕様書(特記基準)(平成２５年版)及び工事写

実施工程表

ディーゼルエンジン（エンジ

ディーゼルエンジン（エンジ

ン出力7.5kW以上、260kW以

下）を搭載したものに限る。

ン出力8kW以上、560kW以下）

を搭載したものに限る。

　①　受注者は本工事現場で使用し、又は使用される関係車両（以下本工事関係車両とい

　②　受注者は、本工事の施工に先立ち、本工事関係車両の「ディーゼル車排出ガス規制

　③　受注者は、本工事関係車両にディーゼル車を使用する場合には、車検証のコピーを

　④　受注者は、取締りにより本工事関係車両に違法行為等があった場合には、直ちに監

　⑤　受注者は、資機材の搬出入等において、資材納入業者に搬出ガス規制条例を遵守さ

・　鉄筋施工

・　ﾌﾞﾛｯｸ建築　　・　ALCﾊﾟﾈﾙ施工　　・　ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ施工

・　防水施工

・　石材施工

・　タイル張り

・　建築大工

・　建築板金　　 ・　ｽﾚｰﾄ施工

・　内装仕上げ施工（鋼製下地）

・　左　　官

・　ｻｯｼ施工　　　・　ｶﾞﾗｽ施工

・　塗　　装

・　内装仕上げ施工（床、天井仕上げ等）　　・　表装

・　造　　園植栽工事

内装工事

塗装工事

建具工事

左官工事

金属工事

屋根、とい工事

木工事

タイル工事

石工事

防水工事

PCｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事

ﾌﾞﾛｯｸ・ALCﾊﾟﾈﾙ工事

鉄骨工事

ｺﾝｸﾘｰﾄ工事

鉄筋工事

仮設工事 ・　と　　び　　 ・　

・　左    官　　 ・　型枠施工　　・　ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送施工

・　と    び　　 ・　鉄　　工

施工の確認及び報告を行う工程 備　　　　　　　　　　　　考

標準仕様書に定めがあるもの以外で、次に示す工程については、施工の確認及び報告を

監督職員に行うものとする。

引渡しを要するもの発生材の処理等

垂直積雪深度：500　mm

土交通大臣が型式指定を行った低騒音型・低振動型建設機械を使用するものとする。ただ

しこれにより難い場合は、監督職員と協議の上、必要書類を提出するものとする。

ホイールローダー

ホイールクレーン（ラフテレーンクレーン）

〈1.8.3〉

〈1.8.2〉

〈1.7.2〉

〈1.6.4〉

〈1.6.2〉

〈1.4.4〉

〈1.4.2〉

〈1.3.11〉

〈1.3.5〉

〈1.3.8〉

〈1.2.1〉

概成工期　　平成 　　 年 　　 月 　　 日（ 　 曜日）

建築面積

延べ面積

改修延べ面積

延べ面積計

改修延べ面積計

構造・階数

工種

棟名称

工事名称

工事場所

完成期限

工事の種類・規模等

工事概要

建築改修工事特記仕様書

模様替内容

工作物等

関係法令に従い適切に処分するもの

再生資源化を図るもの

現場において再利用を図るもの

特別管理産業廃棄物

施工の立会い等・ 標準仕様書に定めがあるもの以外で、次に示す工事段階及び事項については、監督職員の

立会いを受ける。

施工の検査等 標準仕様書に定めがあるもの以外で、次について監督職員の検査を受ける。

〈1.6.5〉

〈1.6.7〉

・石綿含有吹付材の除去が完了した段階

㎡

㎡

１

本工事の発生材

原図はCADで作成し、トレーシングペーパーに出力する。

Ａ１及びＡ３（縮小）

国立大学法人山梨大学

hoc形式、JWW形式

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　27区域

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０

○

附属小学校屋内運動場

附属幼稚園：山梨県甲府市北新１－２－１　山梨大学北新団地構内

ＲＳ２

模様替

園児、児童、教職員等の安全に配慮し行うこと。

屋根防水工事の関連

　（１）品名：

　（２）処理方法：

平成２７年 ３月２７日（金）

山梨大学（北新）附属小学校校舎等スロープ改修その他工事

(1,124)

(7,097)

屋根防水改修、外部建具改修、内装改修（一部）

騒音振動粉塵が伴う作業は、原則、土、日、祭日等の学校が休みの日に行うこと。

但し、園、学校との協議の上行う場合はこの限りではない。

○ ○

完成図　1部 公共建築工 事標 準仕様書（統 一基準 ）（ 建築工事編） 　表 1.7.1による。

　　・被着体に応じたものとし、（表3.7.1）を標準とする

３章　防 水 改 修 工 事

〈3.1.4〉

改修工法の種類

及び工程
防水改修工法の種類　　M4S、L4X　　　　　工法

シーリング改修工法の種類　　　　　　　　　　工法

〈3.2.5〉

ルーフドレン回りの

処理

改修ドレン　　・設ける

種　　別 施　工　箇　所

塗膜防水の防水層の種別

〈3.6.3〉

種別及び工程

シーリング材の種類、施工箇所

（注）寸法には、バックアップ材の寸法は含まれない。

種　類　（　記　号　） 施　工　箇　所

　　・下記による

材　　　　　　料

寸　　法

〈3.7.2〉

○

再充填

合成高分子系ルーフィングシート防水層の種別

種　　別 施　工　箇　所

〈3.5.3〉

種別及び工程

S-M2 屋根（平場）、ポーチ庇

S-F2 屋根（立上り）

X-2

２章　仮 設 工 事

足場その他 足場を設ける場合は、手すり据置き方式又は手すり先行専用足場方式とする。また、併

せて、足場の外側及び内側（躯体側）の両方に手すり、中さん及び幅木の機能を有する

ものを設置することとし、幅木はメッシュシート、防音シート及び防網等の有無の関わ

らず設置すること。

〈2.2.1〉

　内部足場は枠組棚足場等によることとする。

工事区分

項目

区分

摘　　要名　　称

建　
　

築

電　
　

気

機　
　

械

土　
　

木

備　　考

はと小屋、太陽光発電設備基礎

マンホール、桝等のかさ上げ

排水マンホール、桝の新設

外灯の移設

附属幼稚園 附属小学校校舎 あおぎりホール

模様替模様替模様替

Ｒ２Ｒ1 Ｒ３

（1,053）

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡
（981）

（2,320）

（4,335）

（368）

（677）

付帯施設改修（スロープ取設等）

附属小学校：山梨県甲府市北新１－４－１　山梨大学北新団地構内

外部足場を取り外す前の段階

あおぎりホール前

あおぎりホール前

17.29 7.415.73

(1,104)

〈1.3.3〉〈1.3.4〉

工事用電力設備
電気保安技術者・

の保安責任者

この工事現場には、下記いずれかの電気保安技術者（Ａ）及び、
工事用電力設備の保安責任者（Ｂ）を選任する。

　　業法の規定に基づく主任技術者の資格等に関する省令第７条

　　第１項各号の科目を修めて卒業した者

　　検定に合格した者

　　格した者

　　施設の電気工学以外の工学に関する学科において一般電気工

　　学（実験を含む）に関する科目を修めて卒業した者

項　　目　　名

１　電気事業法及びその他関係法令による

・

・

・

・

・

・

・

・

・

２　第３種電気主任技術者以上の資格を有する者

３　１級電気工事工事施工管理技士以上の資格を有する者

４　高等学校又はこれらと同等以上の教育施設において、電気事

５　旧電気工事技術者検定規定規則による高圧電気工事技術者の

６　公益事業局長又は通商産業局長の指定を受けた高圧試験に合

７　第１種電気工事士の資格を有する者

８　２級電気工事施工管理技士以上の資格を有する者

９　第２種電気工事士（旧電気工事士）以上の資格を有する者

（Ａ） （Ｂ）

・

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

１０　短期大学若しくは高等専門学校又はこれらと同等以上の教育

主な学校の行事：附属幼稚園卒園式　平成27年3月17日（火）

　　　　　　　：附属小学校6年生ありがとう集会　平成27年2月28日（金）

公共建築改 修工 事標準仕様書 （統一 基準 ）（建築工事 編）　表 1.8.1によ る。

　　　　　　　：附属小学校卒業式　平成27年3月19日（木）

既設排水ﾏﾝﾎｰﾙ、桝の撤去処分 あおぎりホール前

関連工事による床、壁、天井、舗装等の補修

※上記の関連行事（練習、ｲﾍﾞﾝﾄ）に伴う騒音等に配慮が必要になる。

図面番号特記仕様書(1)図面名称・縮尺

特記 Ａ意匠 Ｃ外講 Ｓ構造

担　　当補佐課長部長

山梨大学　施設・環境部

工事名特記事項

（０２）平成２７年１月

山梨大学（北新）附属小学校校舎等スロープ改修その他工事

特－０１



（22.2.3）

材　　料
　　・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種

　盛土用材料

路床

（22.4.4）

配合その他
加熱アスファルト混合物の種類

基層

・密粒度アスファルト混合物　・(13)　　・(13F)表層

・細粒度アスファルト混合物　・(13)　　・(13F)

・粗粒度アスファルト混合物　・(20)

・透水性アスファルト混合物　開粒度アスファルト混合物(13)

TOTO㈱ｺﾝｹｰﾄ

KYﾀｲﾙ㈱ドルメン
・Ｗ－４　　・　　　

性能及び構造

〈5.1.3〉

種別　　・かぶせ工法　　・撤去工法（・はつりによる撤去　　・油圧工具等による撤去）

形状及び仕上げ

外部に面するアルミニウム製建具の性能等級（各社フロント用サッシの性能による）

枠の見込み寸法（ｍｍ）

・Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種

表面処理

建　　　具

外部に面する

　　　　　建具

・

・Ｃ－１種屋内の建具

種　　　別

・

・Ｓ－６　・　　

・Ａ－４　・　　

・Ｗ－５　・　　

・１００　・　　

・Ｓ－４　・　 ・Ｓ－５　・　

・Ａ－３　　・　　　

性能等級

耐風圧性

気密性

水密性

・Ｂ－１種

・Ｂ－２種（・ブラウン系　・ブラック系　・ステンカラー）

・Ｃ－２種（・ブラウン系　・ブラック系　・ステンカラー）

〈5.2.2〉

性能及び構造

〈5.2.4〉

そ　の　他

材質、形状及び寸法 建具用金物

スイングドア、スイングサッシ

の　金　物　の　種　類

バックセット

・シリンダー箱錠

（レバーハンドルを含む）

・空錠

・押棒、押板 －

（㎜）

強化ガラス

材料板ガラスの種類 材　料　板　ガ　ラ　ス

フロート板ガラス ・フロートガラス　・熱線吸収フロートガラス

・磨き板ガラス　　・熱線吸収磨き板ガラス

板強化ガラス

材　　　　　　料

・本締り付モノロック

・モノロック

・フロートガラス　・

〈5.7.2〉

製作所

〈5.13.2〉

○

○

・７０　　　・　　　

○

○

○　　　　　　　　　

○

○

100

木　　材

製材

施　工　箇　所

樹　　種　　名

寸　　　　　法

含　　水　　率

材面の品質・・

　代用樹種の使用　　　・禁止する　　・禁止しない

施　工　箇　所

樹　　種　　名

寸　　　　　法

含　　水　　率

見付け材面の品質

〈6.5.2〉

日本農林規格　　　・用いる　　　　　　・用いない

造作用集成材

図示による

１等

図示による

○

米栂

マスターキー

　　・作製する　　　・作製しない

グランドマスターキー

　　・作製する　　　・作製しない　　○

○

〈5.7.4〉

　　　　鍵

６章　内 装 改 修 工 事

〈6.8.2〉

下記以外のビニル床シートは、種類ＦＳ、柄は斑入り、厚さ2.5mmとする。

厚さ
性　能種　類 施　工　箇　所柄

（ｍｍ）

材　　　　　　料

発砲複層

ビニル床シートHS

2.8㎜ 斑入抗菌

製造所/製品名　　ロンシール工業㈱/ロンフォームセレナ　　東リ㈱/SFフロアNW

附属幼稚園

　　　　　　　　　㈱タジマ/ACフロア

・

タイルの形状、寸法、きじの質及び工法等

磁器 せっ

器

陶器 施釉 無釉 あり なし 標準 特注

き じ 役 物 色うわぐすり 工法

工法名

形状・

寸　法施工箇所

製　造　所

・　製　品　名

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

（㎜）

・

試験張り　・行う　　・行わない

セメントモルタルによる陶磁器質タイル張り

見本焼き　・行う　　・行わない

下地及びタイルごしらえ　　　　　　・ＭＣＲ構法　　・目荒らし構法

下地及びタイルごしらえ　　　　　　・ＭＣＲ構法　　・目荒らし構法

有機系接着剤による陶磁器質タイル張り

・

〈6.16.3〉

〈6.16.4〉

陶磁器質

タイル張り

※施工箇所の下線は、耐凍害性があるものを示す。

　　　　　　　　　　○

　　　　　　　　　　○

タイルの製造所・製品名

網目の形状、寸法

D10～D16

径(mm)種類の記号

・ＳＤ２９５Ａ

・ＳＤ３４５

適用箇所

図示による

・　格子状　150ピッチ

鉄線の径

・ＳＤ３９０

D19～D25

D29

6φ

鉄　筋

（5.2.1）

（5.2.2）

溶接金網

（ｃｍ）
ス　　ラ　　ン　　プ

（Ｎ／ｍ㎡）

種　類
摘　要

設　計　基　準　強　度

適　　用　　箇　　所

コンクリートの品質

（kg／ｍ3）
気乾単位容積質量

普通コンクリート

18

15

2.3程度

本工事における全ての箇所

（6.14.1）

無筋コンクリート
無筋コンクリート

適　　用　　箇　　所

断熱材打込み工法
（19.9.2）

・　

施工箇所種類

・　

上記の保温材は、特定フロンを含まないものとする。

厚さ(mm)種別

・　

・　・ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材

・押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材

・ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ保温材

・硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温材

・　

・　

・25　・30 接地部分

・保温板2種b

・保温板3種b

・25　・　

・保温板1種b ・15～100 図示による

（横断用）

・

・

種類

・ますふた用

・受枠付

・Ｔ－20用

・

ﾒｲﾝﾊﾞｰﾋﾟｯﾁ

・

・

・溝ふた ・

グレーチング

・

・　

・

・Ｕ字溝用

・ますふた用

（側溝用）

・受枠付

細目

・溝ふた

・歩行用

・Ｕ字溝用

・Ｔ－14用

普通

・歩行用

・溝ふた
・Ｔ－２用

（側溝用）

適用荷重

・

・

・Ｔ－６用

形式
備考

（横断用）

・Ｔ－14用

・Ｔ－６用

鋼製

・Ｔ－２用

ｽﾃﾝﾚｽ製

用途

・Ｔ－20用

・溝ふた

・　

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾌﾟ

※今回作成する子鍵は既存建物の各マスターキーに合わせること

各スロープ 150×150 TOTO㈱ｺﾝｹｰﾄ
LIXIL㈱ﾋﾟｱｯﾂｱOXｽﾛｰﾌﾟﾀｲﾙ
KYﾀｲﾙ㈱ドルメン

屋内運動場
あおぎりﾎｰﾙ

前

150×150

圧着張り

圧着張り

階段段鼻 圧着張り

LIXIL㈱ﾋﾟｱｯﾂｱOX

LIXIL㈱新階段ﾀｲﾙ
同等以上

工　事　名

山梨大学　施設・環境部

部長 課長 補佐 担　　当
図面名称・縮尺 図面番号

（０３）特記 Ａ意匠 Ｃ外講 Ｓ構造

特記仕様書(２)

平成２７年１月

特－０２

山梨大学（北新）附属小学校校舎等スロープ改修その他工事



Ｎ

夏季主風向

Ｎ冬季主風向

至甲府ﾊﾞｲﾊﾟｽ

　　　　　山梨大学北新団地構内

至石和

武田１団地

至武田神社

甲府駅

甲府市北新１－４－１

甲府病院

案内図

北新団地
附属小･中学校

国立

山 梨 大 学

平和通り

至松本 至新宿

山の手通り

武田通り

北口

至湯村

配 置 図 （ 北 新 団 地 ） 　 　 S=1/10 00

案 内 図 ・ 配 置 図

図面番号案内図・配置図図面名称・縮尺

特記 Ａ意匠 Ｃ外講 Ｓ構造

担　　当補佐課長部長

山梨大学　施設・環境部

工事名

（０４）平成２７年１月

山梨大学（北新）附属小学校校舎等スロープ改修その他工事

Ａ－０１

附属幼稚園

ﾜｲﾝ研究ｾﾝﾀｰ

甲府西キャンパス 甲府東キャンパス

S=1/1000（A1）

S=1/2000（A3）

本工事場所

▲
▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

公　道

附属中学校運動場

(018) 器具倉庫
昭 41　 B1　 50㎡

県有地

第１種中高層住居専用地域

民有地

附属小学校運動場

小ﾌﾟｰﾙ

バレーボール
コート

(031)附属小学校屋内運動場

平 9 RS2 1,104㎡

(029)
あおぎりﾎｰﾙ
平 8 R2 677㎡

大ﾌﾟｰﾙ

(001)
附中屋内運動場
昭46,53 
S1 B1 859㎡　

附中武道場
平元
R1-1 550㎡

(003)
附中校舎
昭41,42 
R2 461㎡

池

附小正門附中正門

附中東門

(032)
屋外ﾌﾟｰﾙ附属室
平9 R1 119㎡

第１種中高層住居専用地域

民有地

駐輪場

駐輪場

第１種中高層住居専用地域

民有地

Ｐ
Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

職員宿舎

(033)平 21
S3 264㎡

（ ００ ２）

（０ ０１ ）

（ ００ １）

(015)

（ ００ １）

（ ００ １）

団地キープラン

(020)

昭 44　 R5
1334㎡

(005)　
附

小
校

舎

昭
47　

R3　
4335㎡

(002)附中校舎

昭44,45 平21 R3 S3 4304㎡

(009) 赤レンガ館　
明41 B1 314㎡

(017)
附属ワイン科学
研究センター
　昭25,47,平20
　R3 1,715㎡

(019)附属幼稚園
   昭 52

   R1 981㎡

0 10 20 50M
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ー
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公　道

附属小学校運動場

(028)

(003)
附中校舎
昭41,42 
R2 461㎡

池

附中正門

附中東門

第１種中高層住居専用地域

民有地

Ｐ
Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

(002)附中校舎

昭44,45 平21 R3 S3 4304㎡

(009) 赤レンガ館　
明41 B1 314㎡

△

北 新団 地

職員宿舎

通
路

至甲府駅

至千代田湖公　道

武田 １ 団地

宮 前２ 団地
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Ｅ
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AD

5

アルミ製建具撤去、処分

（扉のみ）

アルミ製建具撤去、処分

（扉のみ）

Ａ

Ａ '

Ｂ Ｂ '

上部ｶｰﾃﾝBOX撤去 L=2000

※詳細はＡ-04参照

既設クッションフロア撤去、再取付

（既設未接着　撤去後現場にて保管）

・・・工事内容

・・・工事範囲

AD

1

アルミ製撤去、処分

（扉一部、方立のみ）

AD

1

AD

1

AD

1

AD

２

AD

３

アルミ製撤去、処分

（扉一部、方立のみ）

アルミ製建具撤去、処分

（扉のみ）

アルミ製建具撤去、処分
（扉のみ）

AD

4

S=1/100附属幼稚園１階平面図（既設）
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+110-80

+80-110

-140

-620-660

-80

-120

±0

-100

-170

-390

-450

±0 ・・・床のレベル

-80

ＵＰ

ＵＰ

ポーチ部
階段一部撤去

Ｎ

1/200(A3)

1/100(A1)
図面番号

１ 階平面図（ 既設）
図面名称・ 縮尺

特記 Ａ 意匠 Ｃ 外構 Ｓ 構造

担　 　 当補佐課長部長

山梨大学　 施設・ 環境部

工事名称

（０５）平成２ ７ 年１ 月

Ａ－０２

山梨大学（北新）附属小学校校舎等スロープ改修その他工事 附属幼稚園
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ｽﾛｰﾌﾟ
1/15

ｽﾛｰﾌﾟ
1/12

+50

+80

+60

+60

上部ｶｰﾃﾝBOX取設共

既設クッションフロア再取付

（未接着）

・・・工事内容

実線部分・・・工事範囲

AD

1

AD

1

AD

1

AD

1

AD

２

AD

３

ポーチ部土間コンクリート 増し打ち

AD

4

テラス部床

S=1/100附属幼稚園平面図（改修後）

ＵＰ

±0

±0

+90

+30

+30

（-90）

-80

-60

-90

-90+90

+60

+90

+90+60

（-110）

+110+80

+80+50

-10

-660

+10

-10

±0

-100

-170

-390

-450

±0 ・・・床の仕上げレベル

-80

ＵＰ

ＵＰ

（-70）

±0

（-60）

±0

（-80）

±0

（-50）

±0

（-90）

±0
（-80）

±0

（-120）

（-90）

+60

（-90）

（-80）

（-110）

（-80）

（-140）

（-150）

（-10） ・・・下部のカッコ書きは既設のレベルを示す

±0

（-100）

ポーチ部

スロープＡ取設

ｽﾛｰﾌﾟ1/12

-120-70

/Fc18-15-25

/異形鉄筋　D10　＠ 200

/総厚さ150以上部分　 ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ50打込み

-50

（-110）

ポーチ部土間コンクリート 増し打ち

/Fc18-15-25

/溶接金網　φ 6　 150角

【総厚み 100㎜未満】

【総厚み 100㎜以上】

テラス部
スロープＢ取設

+20

-10

テラス部床改修

150 1,500 150

4
,
2
00

1
50

1
,8
0
0

1
5
0

1,000

AD

5

玄関部
スロープ取設

±0

下足場

床 ｺﾝｸﾘｰﾄ増打ち

アスファルト舗装

Ａ

Ａ'

Ｂ Ｂ '

1
,
32
0

7,800

Ｎ

※詳細はＡ-04参照

※詳細はＡ -04参照

※詳細はＡ-04参照

※詳細はＡ-04参照

※詳細はＡ-04参照

※詳細はＡ -04参照

※詳細はＡ -04参照

1/200(A3)

1/100(A1)
図面番号図面名称・ 縮尺

特記 Ａ 意匠 Ｃ 外構 Ｓ 構造

担　 　 当補佐課長部長

山梨大学　 施設・ 環境部

工事名称

（０６）平成２ ７ 年１ 月

Ａ－０３

山梨大学（北新）附属小学校校舎等スロープ改修その他工事 附属幼稚園

１ 階平面図（ 改修後）



・・・工事内容

S=1/30Ａ－Ａ’断面詳細図（既設附属幼稚園玄関） Ｓ＝1/30

Ｂ－Ｂ’断面詳細図（既設附属幼稚園保育室～テラス） 断面詳細図（保育室・遊戯室・廊下～テラス）Ｓ＝1/30 Ｓ＝1/30

実線部分・・・工事範囲 実線部分・・・工事範囲

実線部分・・・工事範囲

姿図

SUS化粧ｶﾊﾞｰ

▽基礎、ＦＬ天端

ﾄｯﾌﾟﾋﾞｰﾑ：
SUS HL 42φ×1.5t

中桟：
SUS HL 38φ×1.5t

支柱：
SUS HL 38φ×1.5t
@900

※ SUSの仕上げは全てＨＬとする

スロープ・階段手摺詳細図（附属幼稚園、附属小学校、あおぎりホール屋内運動場共通）） S=1/10 S=1/10
立上り部詳細図
（あおぎりホール、屋内運動場外構共通）

▽既存床レベル

▽改修後床レベル

見えがかり化粧目地

1-Ｄ 13

コンクリート増し打ち

立上り：

接着系ｱﾝｶｰＤ 13

カーテンＢＯＸ詳細図
（附属幼稚園ＡＤ－３上部））

既存壁

米栂集成材ｱ20　 SOP塗

FB-3.0× 50＠ 600

PL-3.2

AD-3

金属拡張系ｱﾝｶｰM8

S=1/10
3
80

8
0
0

42
0

150

15
0

180

1
0
0

床：フローリングｱ12

温水マットｱ12

下地合板ｱ12

根太：40× 60

小根太ｱ12

床：コンクリート下地
クッションフロアァ10（未接着）

階段：コンクリート金ｺﾃ下地

塗床仕上げ

（仕上げのみ撤去再取付）

ＡＷ-1　一部扉方立撤去処分

保育室テラス

床：コンクリート下地 床：コンクリート金ｺﾃ

クッションフロアァ10（未接着）

（既設仕上げ再取付）

床
コンクリート打設18-15-25

溶接金網φ6×150×150下枠：既存スラブ等掘込み

300 300 300 3,000

13
0

11
7

11
7

11
7

48
0

5
00

1
5
0
9
6

2
00

150

5
00

階段一部撤去　範囲は平面図参照

スロープ新設（詳細参照）

ビニル床シートｱ2.8

上框：人造石研ぎ出し

ピット

グレーチング撤去、処分 ▽1FL

▽ GL

廊下玄関

（蓋のみ）

ポーチ AD-4扉のみ撤去

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ金 ｺﾃ下地

塗床仕上げ

床： ｺﾝｸﾘｰﾄ金 ｺﾃ下地

ビニル床シートｱ2.8

上框：人造石研ぎ出し

ピット

グレーチング新設 ▽1FL

廊下玄関

（蓋のみ）

ポーチ

AD-4　扉のみ新設

床： ｺﾝｸﾘｰﾄ金 ｺﾃ下地

塗床仕上げ

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ金 ｺﾃ下地

タイル下地モルタル

磁器質150角タイル張

スロープ

スロープ
コンクリート打設18-15-25

溶接金網φ6×150× 150

Ａ－Ａ’断面詳細図（改修後附属幼稚園玄関）

1000× 600×381000×600× 38

グレーチング仕様

ステンレス製

ノンスリップタイプ

メインバーピッチ　＠13

300×1000× 38　2枚

適用荷重　Ｔ-20

床：コンクリート金ｺﾃ

クッションフロアァ10（未接着）

階段：コンクリート金ｺﾃ下地

塗床仕上げ

（既設仕上げ再取付）
ＡＷ-1　改修

保育室テラス

金属拡張系アンカーD13

D10@200

クッションフロアァ10（未接着）

（仕上げのみ撤去再取付）

ＡＤ-2　扉のみ撤去処分

廊下

保育室

遊戯室

ＡＤ-2　改修

玄関ホール

保育室

遊戯室

金属拡張系アンカーD13

上り框：御影石　本磨き60×100

ＡＤ-3

ＡＤ-5
ＡＤ-3　改修

ＡＤ-5　改修

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ金 ｺﾃ下地

塗床仕上げ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上

（Ａ種）

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上
（Ａ種）
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230
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1
50

下足場
コンクリート打設18-15-25

溶接金網φ6×150×150

ビニル床シートァ2.8
床：コンクリート金ｺﾃ押え

下足場

アスファルト舗装部補修

（ポーチ部アスファルト部）

1,320

1
0
0

1,000

1/20 1/60(A3)

1/10 1/30(A1)
図面番号

断面図詳細図・ 詳細図
図面名称・ 縮尺

特記 Ａ 意匠 Ｃ 外構 Ｓ 構造

担　 　 当補佐課長部長

山梨大学　 施設・ 環境部

工事名称

（０７）平成２ ７ 年１ 月

Ａ－０４

山梨大学（北新）附属小学校校舎等スロープ改修その他工事

断面詳細図（改修保育室・遊戯室・玄関～ポーチ）

ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温板　ｱ50

床
コンクリート打設18-15-25

テラステラス

Ｂ－Ｂ’断面詳細図（改修後附属幼稚園保育室～テラス） Ｓ＝1/30

断面詳細図（スロープＡ、Ｂ） S=1/30

再生砕石　 RC-40

Fc18-15-25
（一部刷毛引き仕上げ）

D10＠ 2001-D13

D13＠ 200

D10＠ 200

土間コンクリート

金ｺﾃ仕上げ

手すり取設　H=800

SUS304　 HL

再生砕石　 RC-40

1-D13

D10＠ 200

D13＠ 200

Ｓ＝1/30

1,800（テラス）

附属幼稚園

150

3
0
0

5
0

1
5
0

1,500（ポーチ）

1
50

1
50

3
0
0

5
0

1
5
0



▽FL

▽FL
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▽FL

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙt=3 ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙt=3

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙt=3 ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙt=3 ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙt=3 ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙt=3
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80
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0
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,
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20

4連引違いアルミサッシュ腰アルミパネル

AD

4

アルミシルバー 木+OP

1

AD

1

AD

1

AD

1

SD

1

AD

2 3

4 15

60

附属幼稚園　保育室 附属幼稚園　廊下 附属幼稚園　遊戯室

附属幼稚園　ホール 附属小学校校舎1階　D階段

アルミシルバー アルミシルバー

アルミシルバー 木製+SOP スチールｱ1.6 スチール製+SOP

引違いアル框腰パネルドア

フロアヒンジ、フランス落し、シリンダー本締りサムターン付、押板
丁番、ドアチェック、握玉、シリンダー錠

6,380 2,520 1900 1600

6,300 800

T-4（FL）

2,800 2,535

2,790 2,0002,640

片開き鋼製ドア（防火設備）

※カッコ内のＨ寸法は室内側枠内寸法を示す。

※カッコ内のＨ寸法は室内側枠内寸法を示す。

※カッコ内のＨ寸法は室内側枠内寸法を示す。

T-4（FL）、ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙt=3

嵌め殺し袖ランマ付引違いアルミサッシュ

嵌め殺しランマ付両開きアルミドア

クレセント、水切り皿板、額縁取付ｱﾝｸﾞﾙ、シリンダーネジ締り

FIX

FIX FIX

T-4（FL）

クレセント、額縁取付ｱﾝｸﾞﾙ

木+OP 木+OP

額縁取付ｱﾝｸﾞﾙ、引手

T-4（FL）、ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙt=3

FIX FIX FIX FIX FIX

3,280

両開きドア内倒し窓付カーテンウォール

FL-5

アルミシルバー 木+OP

押棒、オペレーター（埋込）、ドアクローザー、付属金物一式

7,120

防 あおぎりホール 玄関ホール
1

1

ACW

嵌め殺しランマ付両開き鋼製ドア

FIX

附属小学校屋内運動場　1階玄関

5,5502,785

附属幼稚園　ホール

6,300

SD

2

1

1,790 70 1,790 70 1,790

5,510

800

2
,
0
00

913 50 913 70 1,660 70 913 50 913

5,550

2
,
0
0
0

1
0
0

6
8
5

2
,
7
8
5

建具撤去（扉のみ）
建具撤去（ﾗﾝﾏFIX共） 建具撤去（枠共）

建具撤去（扉、一部方立）

建具撤去（扉のみ）

建具撤去（扉のみ）

符　　号 使用ヶ所

本　　　数

Ｈ Ｗ

形　　　式

材質・仕上 枠材質・仕上

ガ　ラ　ス

金　　　具

備　　　考

見　　　込 枠　 見 　込

形　　　状

符　　号 使用ヶ所

本　　　数

Ｈ Ｗ

形　　　式

材質・仕上 枠材質・仕上

ガ　ラ　ス

金　　　具

見　　　込 枠　 見 　込

形　　　状

備　　　考

符　　号 使用ヶ所

本　　　数

Ｈ Ｗ

形　　　式

材質・仕上 枠材質・仕上

ガ　ラ　ス

金　　　具

見　　　込 枠　 見 　込

形　　　状

備　　　考

スチール焼付塗装 スチール焼付塗装

80

T-6

シリンダー錠、フロアヒンジ、ドアクローザー、押棒ステンレス製

1/200(A3)

1/100(A1)
図面番号建具表１ （ 既設）図面名称・ 縮尺

特記 Ａ 意匠 Ｃ 外構 Ｓ 構造

担　 　 当補佐課長部長

山梨大学　 施設・ 環境部

工事名称

（１６）平成２ ７ 年１ 月

Ａ－１３

山梨大学（北新）附属小学校校舎等スロープ改修その他工事凡　例 …撤去、処分

建具撤去（枠共）



△既存FL

▽FL

▽FL

▽改修後FL

（既存60）

100

既存柱

T-5（FL）

（既存60）

（既存60）40（直付部）

T-5（FL）

ビルフロント用 実線部分工事範囲

36

T-8（FL）

2
,
0
0
0

70

6,300

2
,
7
9
0 1
,8
0
0

1
,
90
0

2
,
53
5

6,380 2,520

1,
9
0
0

10
0

2,
5
3
5

1,
9
0
0

765 70 770 70 770 70 765

3,280

2,
2
4
0

6
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1
,2
7
5

60
1
,
27
5

6
0

1
,1
5
0

6
0

8
8
0

6
0

7
,1
2
0

有効開口≒1,270

1,930

有効開口≒900
有効開口≒950

2
,
00
0

70 1,800

ランマFIX付半自動ハンガー引分け戸（カバー工法）（既存引違いアルミサッシュ腰アルミパネル付）

AD

4

アルミシルバー アルミ（カバー工法）

1

AD

1

AD

1

AD

1

SD

1

AD

2 3

4 15

70

附属幼稚園　保育室 附属幼稚園　廊下 附属幼稚園　遊戯室

附属幼稚園　玄関 附属小学校校舎1階　D階段

アルミシルバー アルミシルバー

アルミシルバー 木製+SOP（既存） スチールｔ＝1.6 DP（３種）

駆動方式：定トルクばね方式、押し棒L=450

3,160 2,060 1900 1600

4,050 1,845

2,150 2,535

2,150 2,2002,000

自閉装置式額入り軽量鋼製片引き戸（防火設備）

T-5（FL）

袖FIX付半自動ハンガー片引戸（既存サッシ直付け・袖FIX　カバー工法）

下枠：ステンレスフラットタイプ、指けが防止対応、押し棒L=450、附属金物一式

FIX（既）

T-5（FL）

木+OP（既存） 木+OP

3,280

（既存内倒し窓付カーテンウォール付）

アルミシルバー アルミ枠

2,340

防 あおぎりホール 玄関ホール
1

1

ACW

FIX

附属小学校屋内運動場　1階玄関

5,5502,685

40（直付部）70（FIX部）　

FIX FIX FIX

FIX FIX

ビルフロント用

下枠：ステンレスフラットタイプ、指けが防止対応、押し棒L=450、附属金物一式

実線部分工事範囲 実線部分工事範囲ビルフロント用

FIX

FIX（既）

FIX（既） FIX

袖FIX付半自動ハンガー片引戸（既存サッシ直付け・袖FIX　カバー工法）

（既存60）

下枠：ステンレスフラットタイプ、指けが防止対応、押し棒L=450、附属金物一式

ビルフロント用 実線部分工事範囲

半自動ハンガー引き分け戸（既存直付け）（既存ランマ・袖FIX付）

シリンダー錠　サムターン付、衝突防止シール、ストップ機能付き

下枠：ステンレスフラットレールタイプ、指けが防止対応、押し棒L=450、附属金物一式

FIX（既） FIX（既） FIX（既） FIX（既） FIX（既）

FIX（既）FIX（既）FIX（既）FIX（既） FIX

上部点検口錠前付、シリンダー錠、サムターン付、附属金物一式

FIX（既）

FIX（既）

FIX（既）

FIX（既）

FIX FIX FIX FIX

FIX FIX FIX FIX FIX

シリンダー鎌錠　サムターン付、衝突防止シール、ストップ機能付き、取付用寸法調整部材共（既設枠回取合い等

シリンダー錠　サムターン付、衝突防止シール、ストップ機能付き、取付用寸法調整部材共（既設既設枠回取合い）

シリンダー錠　サムターン付、衝突防止シール、ストップ機能付き

ランマFIX付半自動ハンガー引分け戸（カバー工法）（既存引違いアルミサッシュ腰アルミパネル付）

実線部分工事範囲

戸当り金物 戸当り金物

40（直付部）70（FIX部）　

40（直付部）70（FIX部）　

FIX

シリンダー鎌錠　サムターン付、衝突防止シール、ストップ機能付き、取付用寸法調整部材共（既設枠回取合い等

下枠：ステンレスフラットタイプ

上部点検口取付用補強金物共
シリンダー鎌錠　サムターン付、衝突防止シール、ストップ機能付き、取付用寸法調整部材共（既設枠回取合い等

附属幼稚園　ホール

2,030

AD

6

1

（既存60）

アルミシルバー

ランマ袖FIX付半自動ハンガー引戸（袖FIX　カバー工法）

T-5（FL）

木+OP（既存）

下枠：ステンレスフラットレールタイプ、指けが防止対応、押し棒L=450、附属金物一式

実線部分工事範囲ビルフロント用

1

戸袋

PW6.8

ビルフロント用 実線部分工事範囲

下枠：ステンレスフラットレールタイプ、指けが防止対応、押し棒L=450、附属金物一式

（既存70）70（直付部）

T-5（FL）

半自動ハンガー引き分け戸（既存直付け）

△既存FL

▽改修後FL

下枠：ステンレスフラットレールタイプ、指けが防止対応、押し棒L=450、附属金物一式

シリンダー錠　サムターン付、衝突防止シール

アルミシルバー

既存：柱

70

5,510

5,550

2,030

1,080

1,845

有効開口≒850

3,280

2
,
2
4
0

有効開口≒1,350

200

7
0
0

2
,
00
0

1
00

5
85

2
,
68
5

2
,
00
0

1
50

53
5

715 60 900 70 2,060 70 900 60 715

有効開口≒1,800

15
0

有効開口≒1,540

1
50

5
5
4

有効開口≒950

3,160

1,055 1,055

15
0

6
40

4,050

1,600 460

2,060 1,600 330

15
0

2
,
7
04

1
,
90
0

2
00

符　　号 使用ヶ所

本　　　数

Ｈ Ｗ

形　　　式

材質・仕上 枠材質・仕上

ガ　ラ　ス

金　　　具

備　　　考

見　　　込 枠　 見 　込

形　　　状

符　　号 使用ヶ所

本　　　数

Ｈ Ｗ

形　　　式

材質・仕上 枠材質・仕上

ガ　ラ　ス

金　　　具

見　　　込 枠　 見 　込

形　　　状

備　　　考

符　　号 使用ヶ所

本　　　数

Ｈ Ｗ

形　　　式

材質・仕上 枠材質・仕上

ガ　ラ　ス

金　　　具

見　　　込 枠　 見 　込

形　　　状

備　　　考

アルミシルバー

70

1/100(A3)

1/50(A1)
図面番号建具表２ （ 改修）図面名称・ 縮尺

特記 Ａ 意匠 Ｃ 外構 Ｓ 構造

担　 　 当補佐課長部長

山梨大学　 施設・ 環境部

工事名称

（１７）平成２７年１月

Ａ－１４

山梨大学（北新）附属小学校校舎等スロープ改修その他工事凡　例 実線部分工事範囲

29

Ｔ（FL）・・・・強化ガラス（透明）

PW・・・・網入りみがきガラス


